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令和 5

授業改善

c1

授業改善

①他者との関わりを通して合意形成していくことができ
るように、コミュニケーション力に焦点をあてた研究を推
進していく。その中で、話合い場面やグループでの学習
場面など、視点を明確にして研究を深められるようにし
ていく。
②子どもの思考の深まりを促す効果的なICT機器、特に
タブレットの活用ができるように、日常的に活用場面を
試行錯誤しながら授業に臨む。

①「コミュニケーション力」という本校の資質・能力の視点に立って、単元計画を
つくり、話し合い等の手立てを考えながら授業を行うことができた。また、算数科
の系統性と資質・能力のかかわりについても考えることができた。一方で、算数
科だけでなく、様々な教科・領域の関わりの中でコミュニケーション力は高まって
いくため、その評価が難しい部分があった。
②年度当初に情報教育計画を提示し、各学年に合わせたＩＣＴの活用場面を設
定することで、学習場面での使用頻度が多くなり、効果的な活用をする子どもの
姿が見られるようになってきた。一方で、教員のICT使用の実態に差が見られ、
定期的な研修や活用状況のチェックを行っていく必要性を感じた。

B 授業改善

①他者との関わりを通して合意形成していくことができ
るように、コミュニケーション力に焦点をあてた研究を継
続して推進していく。各教科の話合い場面やグループで
の学習場面など、視点を明確にして研究を深められるよ
うにしていく。
②子どもの思考の深まりを促す効果的なICT機器、特に
タブレットの活用ができるように、引き続き日常的に活
用場面を試行錯誤しながら授業に臨む。あわせて教職
員のスキル向上に努めていく。

豊かな心

c2

豊かな心

①児童の人権意識を高められるように、人権の指導計
画の充実を図る。
②互いのよさを認め合い、自己肯定感を高めることがで
きるように、身に付けさせたい資質能力を明確にしたた
てわり活動を行う。
③自己肯定感を意識した教育活動を進めていけるよう
に、カリキュラムマネジメントを推進する。

①浦島丘中ブロックで指導の内容を検討し、各学級で人権目標を作って掲示し
たり、その目標に沿って振り返りをしたり、委員会主催であいさつ運動を行った
りと、９年間を見通した指導計画に基づいて活動を進めることができた。
②各学年で身に付けさせたい資質能力を明確にして活動を計画、実行してき
た。グループで一つの旗を作るなど、協力して取り組む活動は有意義であった。
より一層６年生のリーダー性を高めたり、グループの仲を深めたりできるよう、必
要な時間確を確保したり、指導を充実させたりすることが必要である。
③めざす子ども像に迫るために、教科の系統性や他教科とのつながり、他学年
とのつながりを意識し、学習内容と関連付けて指導した。子どもたちのがんばり
を認め、自信をもって何事にも取り組めるよう指導した。

B 豊かな心

①児童の人権意識を高められるように、人権の指導計
画のさらなる充実を図る。
②互いのよさを認め合い、自己肯定感を高めることがで
きるように、身に付けさせたい資質能力を明確にしたた
てわり活動を行う。
③自己肯定感を意識した教育活動を進めていけるよう
に、カリキュラムマネジメントを推進する。

健康安全教育
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健康安全教育

①心身の健康に対する意識を高められるように、すくす
く会議を年２回行い、健康課題を把握する。
②体力の向上を図ることができるように、体育の学習を
より一層充実させていく。
③自らの安全を確保するための判断力や行動力を育成
できるように、ねらいを明確にした避難訓練を行う。

①すくすく会議では、子ども達の課題意識を生かして年間テーマを「手洗い」と設
定した。校内放送やイベントを企画したり、全校児童参加型のすくすく会議を実
施したりして、子どもが心身の健康に対する意識を高められるような指導を工夫
することができた。
②教科担任制の良さを生かし、学習カードの活用、場の工夫など、児童がめあ
てを明確にし、その達成に向けた学習を展開することで、運動を楽しむ子どもが
育っている。
③各学級でめあてを意識した指導をすることで、子どもが自らルールを守って訓
練に参加することができた。

B 健康安全教育

①心身の健康に対する意識を高められるように、すくす
く会議を年２回行い、健康課題を把握する。
②体力の向上を図ることができるように、体育の学習を
より一層充実させていく。
③自らの安全を確保するための判断力や行動力を育成
できるように、引き続きねらいを明確にした避難訓練を
行う。

地域学校協働活
動
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地域学校協働活
動

①地域や人を大切にしようとする気持ちを育むことがで
きるように、総合的な学習の時間や生活科の学習の中
で、地域の材を生かした単元づくりや多様な方々との関
わり合いを大切にしていく。
②地域の材をより一層生かした学習ができるように、学
校運営協議会を年３回開き、教育活動への理解をいた
だいたり、地域学校協働本部との連携をより一層深め
たりする。

①学年に応じて、どんぐりを使ったおもちゃづくりを地域の方に協力していただい
たり、自然を生かした遊びをつくって幼稚園の友達に遊んでもらったり、イオンで
の販売活動を行ったりするなど、地域や人との関わりを大切にした活動をつくる
ことができた。
②学校運営協議会では、中期学校経営方針の説明、子どもたちの様子や教育
活動の様子の報告、子どもたちの授業参観、次年度の学校運営についての説
明などを通して、学校の教育活動にご理解をいただくことができた。また、学校
の環境整備や学習の準備を地域学校協働本部の方にしていただき、教育活動
の充実を図ることができた。今年度、地域学校協働本部の活用の仕組を整える
ことができたので、次年度以降、持続可能な形にしていきたい。

B
地域学校協働活

動

①地域や人を大切にしようとする気持ちを育むことがで
きるように、総合的な学習の時間や生活科の学習の中
で、地域の材を生かした単元づくりや多様な方々との関
わり合いを大切にしていく。地域の材の活用方法や各
学級の取組状況など、教職員間での情報共有をさらに
進めていく。
②日々の教育活動の充実を図るために、学校運営協議
会を年３回開き、教育活動への理解をいただいたり、地
域学校協働本部との連携をより一層深めたりする。

いじめへの対応
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いじめへの対応

①児童一人ひとりを丁寧に見取り、いじめを生まない学
級、学年、学校の風土をつくり、未然防止に努める。
②いじめの早期発見・早期解決ができるように、定期的
に児童へのアンケートや面談を実施し、情報収集や学
年研での情報共有に努める。
③組織的な対応を行うことができるように、認知したいじ
め案件をその都度、また、月１回の対策委員会・職員会
議で情報共有し、学校全体の問題として解決していく。

①担任だけでなく全職員で日常的に児童の様子や変化を気にかけ、情報交換
をすることで、いじめを生まない風土づくりや未然防止に努めることができた。
②定期的に児童へのアンケートや面談を実施し、集めた情報を学年研で共有す
ることで、いじめの早期発見・早期解決につなげることができた。
③月１回の対策委員会に全職員が参加し、情報共有を行って、いじめを学校全
体の問題として捉えるとともに、組織的に対応していく意識を高めることができ
た。

A いじめへの対応

①児童一人ひとりを丁寧に見取り、いじめを生まない学
級、学年、学校の風土をつくり、未然防止に努める。
②いじめの早期発見・早期解決ができるように、定期的
に児童へのアンケートや面談を実施し、情報収集や学
年研での情報共有に努める。
③組織的な対応を行うことができるように、認知したいじ
め案件をその都度、また、月１回の対策委員会・職員会
議で情報共有し、学校全体の問題として解決していく。
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人材育成・
組織運営(働き方)

①授業力・学級経営力・学年経営力・児童指導・支援に
関する力を向上できるように、教科分担制を取り入れた
り学年研を充実させたりする。
②授業力や教員としての資質能力を高められるように、
全教職員が関わりながらメンター研修を行う。
③時間を有効に活用できるように、会議内容や方法の
精選、見直しを図る。

①教科分担を取り入れることで、学年の子どもたちを指導していくという教師の
意識が向上した。また、日々の指導について情報交換することで、授業力・学級
経営力・学年経営力・児童指導、支援に関する力の向上を図ることができた。
②メンター長が活動の工夫を考え、全職員が大きな負担なく関わることができる
ようにすることで、メンター全体の授業力や教員としての資質能力を高めること
ができた。
③授業時数の工夫や会議の内容の見直しを図ることで、放課後の時間を有効
に活用することができた。会議の方法については様々なやり方があるため、浦
島小に合ったやり方を今後も検討していく。

B
人材育成・

組織運営(働き方)

①授業力・学級経営力・学年経営力・児童指導・支援に
関する力を向上できるように、教科分担制を取り入れた
り学年研を充実させたりする。
②授業力や教員としての資質能力を高められるように、
全教職員が関わりながらメンター研修を行う。
③教職員の心身のゆとりを生み出し、日々の教育活動
の充実や子どもたちの成長につなげていくことができる
ように、教育活動や業務の精選、見直しを図る。

人材育成・
組織運営(働き方)

c7

特別支援教育

①基礎学力の定着や居場所づくりができるように、さわ
やか教室で、支援が必要な児童への個に応じた指導を
行う。
②SCやSSW、通級指導教室や東部療育センターとの連
携を密にする。
③継続的な支援を実現できるように、個に合った指導・
支援計画を作成する。

①例年よりも早くさわやか教室を開始したり、個に応じた目標を立てて毎月の学
習に取り組んだり、家庭と連携したりすることで、子どもの基礎学力の定着や居
場所づくりにつなげることができた。
②様々な専門家に児童の様子を見てもらい、アドバイスを活かしながら教育活
動を行う事ができた。
③複数の職員で確認しながら指導・支援計画を作成することで、継続的な支援
を実現することができている。

A 特別支援教育

①基礎学力の定着や居場所づくりができるように、さわ
やか教室で、支援が必要な児童への個に応じた指導を
行う。
②SCやSSW、通級指導教室や東部療育センターとの連
携を密にする。
③継続的な支援を実現できるように、個に合った指導・
支援計画を作成する。

特別支援教育
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児童指導

①YPアンケート・プログラムを活用し、学年や学級の風
土づくりについて話題にしたり、児童の実態に応じた具
体的な取組を実践したりする。また、関係機関の協力を
得て、本校の状況に合わせた研修を充実させる。
②児童指導年間計画に基づき、全校でぶれのない指導
を行っていくことができるように、学年研などで児童指導
年間計画に基づいた振り返りを行う。

①YPを活用し、学級や学年の風土づくりや取組について、複数の教職員で検討
する支援検討会を年２回行った。また、検討会を踏まえ、個や集団への支援を
実践した。研修を通して、YPについての理解を深めることもできた。
②学年研で児童指導年間計画の振り返りを行ったり、児童指導部会や専任か
ら指導事項を発信したりして、全校でぶれのない指導を行っていくことができた。 A 児童指導

①YPアンケート・プログラムを活用し、学年や学級の風
土づくりについて話題にしたり、児童の実態に応じた具
体的な取組を実践したりする。また、関係機関の協力を
得て、本校の状況に合わせた研修を充実させる。
②児童指導年間計画に基づき、全校でぶれのない指導
を行っていくことができるように、学年研などで児童指導
年間計画に基づいた振り返りを行う。

児童指導
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ブロック内
評価後の
気付き

〇中学校と小学校の授業を互いに見合う研究会を３年ぶりに実施することができた。各教科、領域ごとにブロック内で子どもたちに育てたい資質
能力や中学校に進学するまでに小学校で子どもたちに身につけさせたい力等について共通理解を図ることができた。
〇児童生徒交流日に、６年生が中学校での授業や部活動を実際に体験することができた。6年生の児童が中学校生活をイメージし、意識を高め
ることにたいへん有意義であった。
〇小中担当者会で、各校の取組や状況について情報交換し、連携することができた。自校の取組に生かすことができた。

ブロック内
評価後の
気付き

ブロック内
評価後の
気付き
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中期取組
目標

振り返り

全学年で教科担任制をとり、全校の児童の成長を全教職員で支えていく体制や教職員の意識の醸成はできている。教職員不足やコロナ等の影
響から、教職員が欠けてしまう状況があったが、それを教職員同士で互いにカバーし合い、日々の教育活動を行ってきた。カリキュラムマネジメ
ントの工夫を行い生み出した時間を、日々の教育活動の充実や児童の成長にしっかりとつなげていきたい。引き続き重点研究やメンター研修等
の充実を図り、教職員一人ひとりの授業力や児童指導力等の向上に努めていきたい。地域学校協働本部の活動を本格的に進めることができ
た。今後も、さらに地域コーディネーターやかめの子サポーターの方々のお力をお借りながら、教育活動の充実につなげていきたい。

中期取組
目標

振り返り

中期取組
目標

振り返り

学校関係者
評価

たいへんわかりやすい形で学校評価の結果がまとめられている。時間外の研修に参加している教職員の学ぶ意欲はすばらしい。
自己肯定感はただ高いだけでなく、自己肯定感と合わせて謙虚さや悪かった時に「ごめんなさい。」が言えることも大切であると思う。
児童も教職員も「ありがとう」の感謝の気持ちを伝えられることもすばらしい。
教員不足や教職員の働き方に注目が集まっている中で、教職員の働き方についても考えていかなくてはならない。子どもたちと日々、直接かか
わる教職員にゆとりが生まれ、生き生きと子どもたちと関わっていくことが大切である。時代とともに、教育活動も変わっていく。改革していくこと
はたいへんなエネルギーが伴う。根拠をもって改革し、子どもの育ちが変わらないようにしてほしい。生活・浦島の時間の取組については、単元
構想図をつくってここまでやっている学校は少ない。さらに、教職員同士で互いにやっていることを共有し、学校全体として取り組んでいってほし
い。

学校関係者
評価

学校関係者
評価


